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までに 100 種以上報告されている 1-3)。これらを、特にフィトカンナビノイド 
(phytocannabinoids) という（図 1）。一方、大麻草由来ではなく、化学的に合成
された大麻成分類似構造を有するものは、合成カンナビノイドと総称される。






合物中にも CB 受容体に結合し、THC 様作用を示すものが知られるようになっ
た 9~17)。 
2005 年以降、我が国でもこれら CB 受容体アゴニストの一部をハーブ製品に
添加した違法ドラッグが流通し、健康被害や摂取に起因した交通事故等が多発
して大きな社会問題となり、法整備や取締強化の対策が施行された。また、こ
れら THC とは基本構造が異なる CB 受容体アゴニストについても、合成カンナ


















図 1 主要なフィトカンナビノイドの構造 
 
  表 1 カンナビノイドの定義と呼称 
カンナビノイド  (cannabinoids): We propose “the term cannabinoids for their 
analogs of C21-compounds typical of and present in Cannabis sativa, as well as for their 
analogs and transformed products.”  Mechoulam R. and Gaoni Y., Recent advances in 




クラシカルカンナビノイド (classical cannabinoids): THCと類似の構造を有する化
学的に合成された物質；ナビロン、レボナントラドール、HU-210など（図 2A） 
非クラシカルカンナビノイド (nonclassical cannabinoids): THC とは構造が類似し
ない化学的に合成された物質；CP-55,940、APINACA 、WIN-55,212-2、など（図 
2B） 
合成カンナビノイド (synthetic cannabinoids): CB 受容体に結合し生物活性を発現
する化学的に合成された物質（クラシカルカンナビノイドおよび非クラシカルカ
ンナビノイドが含まれる）  
内因性カンナビノイド (endocannabinoids): CB 受容体に結合し生物活性を発現す
る生体成分；アナンダミド、2-AGなど（図 2C） 

























けて、米国の Adams らおよび英国の Todds らの両研究グループにより、数多く
の THC 関連化合物が報告されている 18~25)。これらは THC の構造解明過程での
中間体や構造活性相関の研究材料として合成されたものであり、いずれも THC
類似の基本骨格を有する誘導体である。 1964年にMechoulamら 26) により THC







































著者は、「Spice Silver」による Yahoo でのウェブ検索において、2012年 2月に







































合成カンナビノイドとしては、2009 年に初めて 3 種（JWH-018、JWH-073 お
よびカンナビシクロヘキサノール、現在は麻薬に指定）が指定薬物に指定され
た。それ以降、急速な乱用の拡大したことから、2013 年にはナフトイルインド





















   図 3 包括指定された合成カンナビノイドの構造の概略 
 
これまでの指定薬物の変遷を表 2に示す。2016年 12月末において、指定薬物




表 2 指定薬物の年度別指定状況と合成カンナビノイドの指定数 
年   度 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 総計 
個 別 指 定 薬 物 36 6 6 5 18 34 51 68 71 33 328 
個別指定合成カンナビノイド 0 0 3 2 13 21 5 40 14 11 109 
麻薬移行合成カンナビノイド 0 0 0 0 0 4 3 1 0 0 8*** 
包 括 指 定       775*  
495** 
  827** 2097 
年度末指定薬物総数 33 39 45 50 68 98 1362 1437 2327 2356  
*合成カンナビノイド (3 物質麻薬移行)  **カチノン系薬物   ***合成カンナビノイド以外は 18 物質が麻薬
移行（警察庁刑事局組織犯罪対策部、薬物銃器対策課資料による） 



















図 4 危険ドラッグの使用が原因と疑われる死亡者数の推移 
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その結果、2014 年 3 月には、全国で 215 店舗が確認されていた危険ドラッグ
販売店舗数は、2015年 7月には実質 0までに減少した。また、危険薬物関連の
死亡者数も激減し、2012 年 8 人、2013 年 9 人、2014 年 112 人から、2015 年上





表 3 危険ドラッグに係る適用法令別検挙状況 
年   度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 
指定薬物制度・医薬品医療機器等法 6 57 37 492 960 379 
麻薬及び向精神薬取締法 0 26 89 98 148 74 
交通関係法令違反 0 19 40 160 36 3 
その他法令違反* 0 10 10 90 52 17 










る（図 5）。この中で、Δ9-THC、Δ8-THC および Δ9,11-THC については、CB 受容
体結合能も含めて薬理毒性が精査されており、前 2 者は幻覚作用などの強力な
向精神作用を有することが明らかとなっている。一方、Δ9,11-THC は受容体結合
能も低く、一般には不活性な THC 異性体であると考えられている  59-61)。
Δ6a,10a-THC、シンヘキシル （Synhexylまたは Pyrahexyl）およびジメチルヘプチ
ルピラン（DMHP）は、1940 年代にすでに活性な化合物であることが知られて
いる。当時、THC の構造が明確でない中、Δ6a,10a-THC は THC 様作用の標準化
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